幼児期の「言葉の教育」を考える : 幼小接続と児童文化財の観点から by 大北 理津子 et al.
幼児期の「言葉の教育」を考える : 幼小接続と児
童文化財の観点から








Language Education in Kindergarten Using Juvenile Cultural Treasure
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（1見学 2リズム 3休憩 4自由遊び 5音楽 6お話












































































































































































歳児：産声 叫喚発話 クーイング 喃語
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22）この調査では、等価可処分所得により、困窮度を中央値以上・困窮度Ⅲ・Ⅱ・Ⅰの段階に分類してそれぞれの生活
水準で何ができ、何ができなかったかを調査研究している。「大阪市子どもの生活に関する実態調査報告書」大阪府
立大学、2018年。
